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要旨 
本稿は、アジア系アメリカ児童文学における主題の時代的変遷と近年のトランスナショ
ナル潮流について検証する。特に、ヴェトナム系アメリカ人少女とその家族の「帰郷」を
めぐるトランスナショナル物語、タィンハ・ライによる『聴いて、ゆっくりと』(Listen, 
Slowly, 2015)をテクストに取り上げ、主人公が国境・文化横断的にアイデンティティを形
成していく過程を考察する。はじめに、主人公であるアメリカ生まれのヴェトナム系少女
のアイデンティティが内包する両義性について論じる。次に、アメリカ文化とヴェトナム
文化が相互作用する「中間地点の」空間で主人公のアイデンティティが変容していく過程
を検証する。そして、これらの分析をもとに、著者ライが本作品に滑り込ませた真のメッ
セージを読み解いていく。  
 
キーワード 
児童文学，アジア系アメリカ人，ディアスポラ，トランスナショナリズム，アイデンティ
ティ 
 
はじめに 
ここ 20 年余り、アジア系アメリカ文学界はトランスナショナル文学の隆盛を目の当た
りにしているが、その潮流は児童文学の領域にも広がりつつある。トランスナショナル文
学とは、「移民・亡命者およびその子孫である主たる登場人物に焦点を置き、出身国とホス
ト国の両社会を結びつける紐帯が維持された状況において、かれらを表象し直すべく、オ
ルタナティヴな語りの主体としてその国境・文化横断的経験に位置付ける文学の集合体」
を指す (1)。よく知られているアジア系作家とその代表的なトランスナショナル文学作品に
は、カレン・テイ・ヤマシタ(Karen Tei Yamashita)『オレンジ回帰線』(1997)、ジュンパ・
ラヒリ (Jhumpa Lahiri)『その名にちなんで』 (2003)、ダニヤル・ムイーヌッディーン
(Daniyal Mueenuddin)『遠い部屋、遠い奇跡』(2009)、ヴィエット・タィン・グエン(Viet 
Thanh Nguyen)『シンパサイザー』(2015)、などが含まれる (2)。また、本稿において児童
文学とは、狭義の児童(小学生)のみならず、就学前の乳幼児から、12～18 歳を対象とする
                                                   
1 国際人間科学部国際学科 
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ヤングアダルト文学(young adult literature)までを含むものとする (3)。 
アジア系アメリカ児童文学は伝統的に、自らを外国人である「アジア人」と区別し、自
分たちのアメリカにおける経験と歴史を語り、白人や他の人種・エスニック集団との差異
と連携の可能性を示すことで、アメリカ社会の一部である「アジア系アメリカ人」として
の存在とアイデンティティを主張してきた。これに対し、トランスナショナル物語はアメ
リカ社会においてマイノリティとして周縁化されてきたアジア系の子どもとその家族を、
国家社会の境界の内側に位置するのではなく、内側に収まりきらない存在として描き直し、
同時に越境的社会空間においてアンビヴァレントな存在であることを映し出す。  
本稿では、アジア系アメリカ児童文学におけるトランスナショナル物語の一つ、ヴェト
ナム系アメリカ人作家タィンハ・ライ(Thanhhà Lại)による『聴いて、ゆっくりと』(Listen, 
Slowly, 2015)を取り上げ、トランスナショナル視角から考察することを目的とする。はじ
めに理論的枠組みとして、「語りの主体」(narrative subjectivity)の位置付けに関するスチ
ュアート・ホールとホミ・バーバの洞察を再考し、次にこれまでのアジア系アメリカ児童
文学の系譜を概観するなかで、主題の時代的変遷とトランスナショナル潮流について整理・
検証する。そして、これらの土台の上に、ヴェトナム系アメリカ人少女とその家族の「帰
郷」をめぐるテクストを考察していく。  
 
１ 「語りの主体」の位置付けに関する理論的枠組み 
スチュアート・ホール(Stuart Hall, 1990[=1998])は、アフリカン・ディアスポラに関連
して、文化的アイデンティティの概念を考察する際の二つの立場を提示している (ホール 
91-94)。第一の立場は、文化的アイデンティティを、ある共通の歴史と祖先を持つ人びと
が共有している、集合的な「一つの真なる自己」と捉えるものである。  
 
この定義に沿う限り、われわれの文化的アイデンティティは共通の歴史と共有され
た文化的コードを反映するということになる。それらは「単一の人びと」としての
われわれに、われわれの実際の歴史の絶え間ない分裂化と変位の下に隠された、安
定した、不変の、継続的な認識枠組みと意味とを供給するのである。(91) 
 
この本質主義に基づく文化的アイデンティティについて、ホールは、断片化した黒人たち
のディアスポラ経験に想像上の一貫性を与えて統一性を再構築し、西洋の支配的な表象の
レジーム内で繰り返されてきた歪曲・消去・破壊といった諸行為に対抗するための資源と
してみなしている。  
これに対し、第二の立場は、文化的アイデンティティが可変的なものであることを認め、
歴史と文化の言説の内部でつくられる、不安定で継続的に変容する同一化の過程として捉
える。 
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文化的アイデンティティとは「あるもの」というだけでなく、「なるもの」なのであ
る。それは過去同様未来にも属している。それは場所・時間・歴史・文化を越えて
すでに存在しているものではない。文化的アイデンティティはどこからか立ち現れ
るものであり、歴史をもっている。しかしあらゆる歴史的な物事と同様に、常に変
容する。(93) 
 
このアイデンティティ観は、われわれが共有しているものが歴史的な変遷とともに変化す
るという非連続性を浮かび上がらせ、文化的アイデンティティを「本質ではなく、一つの
位置化
ポジショニング
」(93)としてみなすものである。そしてホールは、この第二の立場に拠ってのみ、
これまで支配的な表象レジームのなかで、圧倒的な文化的権力と規範化によって定位され
てきた黒人の植民地主義的トラウマが理解できるという。それは、黒人がこの西洋の知の
内部で「他者」として構築されただけでなく、これらのレジームの持つ権力によって、黒
人自ら自分自身を「他者」として認識・経験するという、サイード(Edward Said)が呼ぶと
ころの「オリエンタリズム」のトラウマである。そこでホールは、「語りの主体」をどこに
位置付けるかをめぐって、文化的アイデンティティの戦略的で恣意的な駆け引きの重要性
を強調する(93)。 
「語りの主体」の位置付けをめぐる考察に関連して、ホミ・バーバ(Homi K. Bhabha, 
1994[=2005])が「文化の所在」について言及する以下の見識は示唆に富むものである。  
 
理論のうえでも革新的で、また政治的にも重要なのは、そうした主体性を考えるに
あたって、起源を語る物語を越えることだ。代わりに必要となるのは、文化の差異
が分節化される際の契機や過程に注目することである。すでに示唆したような
「中間地点の
イ ン ビ ト ウ ィ ー ン
」空間こそは、こうした自己の主体性についての戦略を磨く領域とな
る。その戦略によって、自己は単一のものだろうが共同体的なものだろうが、新た
なアイデンティティのしるしを帯びるようになる。そこから新たな共同と闘争の場
も生み出され、社会そのものを定義し直すことも可能になるのだ。(バーバ[2005] 2) 
 
バーバは、この「中間地点の」空間を、「言語と領土の〈共同体〉の境界線から引き出され、
どんな『単一の』文化的・国民的伝統にも属さない」 (バーバ[2004], 231)、既存の権力関
係を脅かす新たなパラダイムが生まれる場所であると考えた。この中心でも周縁でもない
領域は、メタファーとしてのオルタナティヴ空間であり、そこでは「差異の領域が重なり
合ったり置き換えられたりする」(バーバ[2005] 2)可能性を秘めている。  
そこで次節では、これらホールとバーバの論考を手がかりに、アジア系アメリカ児童文
学の主題が時代ごとにどのように変化してきたかを考察してみたい。  
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２ アジア系アメリカ児童文学の略譜―主題の時代的変遷 
2.1 伝統的な主題としての生存戦略 
稲木(2011)は、従来のアジア系アメリカ児童文学について、「二つの異なる文化が衝突す
る境界線上に立たされて揺らぎながら、アメリカの主流社会との折り合いをつけて成長す
るアジア系の子どもが描かれてきた」と表現する(稲木 218)。稲木はその理由を、アジア
系アメリカ児童文学が白人優位のアメリカ社会との関係を軸に書かれ、いかにしてその文
化ナショナリズムにおいて生き抜いていくかという「生存戦略」を子どもたちに提示する
ことが主題であったためであると分析している(218)。 
生存戦略は時代とともに変化していった。アジア系児童文学の中心的主題は長らく、
「『アメリカ人らしさ』の承認申請」(claiming “Americanness”)――いかにして自分たち
がアメリカ人の一員であることを白人社会から承認してもらうか――であった。これは、
偏見と差別の強かったアジア系アメリカ史の初期において二大エスニック集団であった中
国系と日系のいずれにとっても避けては通れない問題だった (4)。中国系アメリカ人は 1949
年の中華人民共和国の成立に伴い、米中国交が断絶したことで再びアメリカ社会から排斥
されかねない窮地に立たされていたし、日系アメリカ人は大戦中に苦労して築いた財産を
失った上に収容所体験を味わったことでエスニック記憶に大きなトラウマを負った。こう
した社会背景のなかで 1950 年に出版された中国系二世のジェイド・スノー・ウォン(Jade 
Snow Wang)による自叙伝『五番目の中国娘』は、「アメリカの中国人
ア メ リ カ ン ・ チ ャ イ ニ ー ズ
」(当時の呼称)がい
かに忠誠なマイノリティであるかをアメリカ人読者(および同胞)に向けて示すために、自
らのエスニック文化とエスニシティを過小評価する一方で、アメリカ文化を礼賛して
「アメリカ人らしさ
ア メ リ カ ン ネ ス
」の獲得を肯定してみせた(山本 67) (5)。 
1970 年代に入ると、アジア系の第二世代の児童文学作家たちは自分たちのアメリカで
の歴史的経験を「文化的記憶」としてとどめて次世代に伝えることの重要さに気付き、そ
の使命感から物語に記した(桧原  23-24; 稲木  205-207)。日系人の収容所体験を描いたヨ
シコ・ウチダ(Yoshiko Uchida)の『トパーズへの旅―日系少女ユキの物語』(1971)、ジー
ン・ワカツキ・ヒューストン(Jeanne Wakatsuki Houston)の『マンザナールよ、さらば』
(1973)などは、こうした意図に基づいて書かれた作品である (6)。また、ローレンス・イェッ
プ(Laurence Yep)も、同様の理由から歴史ファンタジー物語『ドラゴン複葉機よ、飛べ』
(1975)の舞台を、1906 年のサンフランシスコ地震で被災した 20 世紀初頭のチャイナタウ
ンに設定している (7)。 
1990 年代になってバンクス(James A. Banks)らが提唱した多文化教育が全米で広まり、
アメリカ社会も文化多様性を肯定するようになっていくと、今度は自分たちの人種・エス
ニックな背景や文化についてどう考えるべきか、いかにしてステレオタイプや誤解に異議
を申し立てるべきかという問いが、アジア系を含めて人種・エスニック横断的に「多文化
児童文学」(multi-cultural literature)(8)の主題に据えられるようになる。この頃に活躍し
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た児童文学作家のひとりが、コリア系アメリカ人二世のマリー・G・イ(Marie G. Lee)(9)で
ある。イはミネソタの白人中心の小さなコミュニティで生まれ育った自身の実体験を下地
に、学校で周囲から受ける差別的な発言や行為に対抗して立ち上がる主人公エレンの物語
『私の声を見つける』(1992)や、韓国で生まれて白人のアメリカ人両親の養子として育っ
た主人公アリスが、ある日韓国から男子転校生がやってきて学校生活が一変したのを機に、
自身のなかにエスニシティを意識していくさまを描いた『もしユンジュンがいなかったな
ら』(1993)を書いた。こうした自身のエスニシティにまつわる問題は、アジア系アメリカ
児童文学に見られる不変な主題の一つとして、こんにちに至るまで繰り返し書かれている
(10)。 
これら「伝統的な」アジア系アメリカ児童文学においてみられる生存戦略は、先に提示
したホールの二つの文化的アイデンティティの第一の立場――共通の歴史と祖先を持つ人
びとが共有している、集合的な「一つの真なる自己」としてのアイデンティティ――に依
拠するものである。これは、アメリカの文化ナショナリズムではほとんど語られることの
なかったアジア系の歴史や経験に焦点を当て、支配的な表象のレジーム内で消去・歪曲さ
れてきたアジア系アメリカ人を主体化して自ら表象し直し、集合的記憶を形成して統一性
を再構築する試みであるといえるだろう。  
 
2.2 主題の多様化 
21 世紀に入ると、アジア系アメリカ児童文学にも主題の多様化が見られるようになる。
ジーン・ルエン・ヤン(Gene Luen Yang)の『アメリカ生まれの中国人』(2006)は、アジア
系アメリカ人を取り巻く抑圧的な社会構造に目を向け、「支配」と「抵抗」の言説の衝突と
いうポストコロニアルな主題を扱ったヤングアダルト向けグラフィックノヴェルである。
本作品では、アメリカ国家の「支配的な語り
マ ス タ ー ・ ナ ラ テ ィ ヴ
」の言説において常に周縁に置かれてきた、
アジア系アメリカ人が抱える数々の社会的・心理的問題――社会の理解不足により何世代
を経ても受ける移民扱い、繰り返し押しつけられるステレオタイプ化されたエスニック・
イメージ、自らのエスニシティの抑圧と「白人中心社会のアメリカ」への従属・同化、差
別されるだけでなく、他のエスニック・マイノリティを差別し合う側にも立場を変える両
義性など――が、断片的に進む三つの異なる物語において描かれる(鈴木 316-323)。国家
社会の内側で中国系(広義のアジア系)アメリカ人が体験する差別や排除といった、ジェイ
ムズ・クリフォード(James Clifford)が指摘するような「ディストピア」的状況が浮き彫り
になる一方で、ヤンは中国系のアイデンティティの一部を形成する、『西遊記』や儒教的故
事といった歴史的文化遺産を西洋の文化に「ユートピア」的に組み込むことによって国境・
文化横断的な時空間を作りだすと、そこに「抵抗の語り
カウンター・ナラティヴ
」の主体を位置付けて、付与され
た負のイメージを批判するとともに、自ら描き換えようと図る (鈴木  316-323; Clifford 
311; 吉田[2005] 32)(11)。 
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また、単に反差別や自らの歴史・文化の保持を訴えるのではなく、白人との関係にのみ
焦点を置いた従来の二項対立的図式を越えて、いかにして文化的多様性を社会的結束へ収
束させるかという観点から、他のエスニック・マイノリティ集団との「多文化共生関係」
もアジア系アメリカ児童文学の重要な主題に加わるようになっていく。シンシア・カドハ
タ(Cynthia Kadohata)の『草花とよばれた少女』(2006)は、収容所の多くが先住民居留地
に設置されたにもかかわらず、従来の強制収容物語では取り上げられることの少なかった
先住民との接触にも焦点を当てている。日系人と先住民が互いに抱く偏見と差別的感情を
明らかにする描写は、白人の有色人種に対する差別のみならず、マイノリティ集団間にお
ける相互差別も存在するという、アメリカの多様かつ重層的な人種差別の構造を映し出す
ものである。その一方で、カドハタは日系人が荒地につくり上げた緑豊かな農地を先住民
が引き継いでいく描写を通して、マイノリティ間の連帯の可能性への希望を主張している
(稲木 212-214)。 
このように、アジア系アメリカ人を抑圧的なナショナリズムの語りが支配する空間から、
可変的で多様な文化が相互作用する空間に移し変えようとするヤンやカドハタの試みは、
生存戦略のために集合的記憶のもとに同一性を構築してきたそれ以前の立場とは一線を画
する。そして、これらの作品において構築される文化的アイデンティティもまた、帰属／
離脱、包含／排除、従属・同化／抵抗という多元的な両義性を内包しつつ、ホールが第二
の立場に指摘した「なるもの」として立ち現れる可能性を示唆するものである。  
 
2.3 トランスナショナル潮流の出現 
1980 年代以降顕著となったグローバルな資本と労働力の移動、またそれに伴うエスニ
ック・コミュニティの増大は、トランスナショナル文学を生み出す下地となった。それに
加えて、アメリカにおいては 1965 年の移民法改正を機にラテンアメリカやアジア諸国か
らの移民が急激に増加していったことも、ミン・ヒョン・ソン(Min Hyoung Song)が「1965
年の子どもたち」(“children of 1965”)と呼ぶ、幼くしてアメリカに移住した 1.5 世代やア
メリカ生まれ育ちの第二世代が、1990 年代以降にトランスナショナル文学の担い手とし
て台頭してきたことにつながっているというヴィエット・タィン・グエンの指摘もある
(Nguyen 191)。 
ディアスポラをめぐる移民のアイデンティティに関するポストコロニアル言説が、「ト
ランスナショナリズム」である。グリック=シラー、バッシュ&サントン=ブランク(Nina 
Glick Schiller, Linda G. Basch & Cristina Szanton-Blanc, 1992)は、移民・亡命者がホス
ト国の文化ナショナリズムと交渉しながら、その一方で母国との経済・政治・文化的紐帯
を維持することによって「越境的社会空間」が形成されるさまに注目し、ディアスポラを
めぐる諸問題がもはや国家社会の枠組みで論じきれず、近代社会科学的な諸概念そのもの
が国家社会を前提とする認識によって拘束されているとして、新たな研究パラダイムとし
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てのトランスナショナリズムへの転回を主張した (Glick Schiller, Basch and Szanton-
Blanc 1-19)。同じく、ポール・ギルロイ(Paul Gilroy, 1995[=2006])も、大西洋を文化や発
想、資本・労働力が行き交うメタフォリカルな相互作用の空間として捉え、国境・文化横
断的な編成の持つ意味に注目すると、「トランスナショナルな主体」である黒人と黒人の経
験を、近代ナショナリズム的な思考パラダイムを再考する対抗公共圏としての「ブラック・
アトランティック／黒人の大西洋」(the Black Atlantic)に位置付けた(ギルロイ 8-43)。こ
れらの「トランスナショナリズム」や「ブラック・アトランティック」は、バーバが「第
三の空間」と呼ぶ中心でも周縁でもないメタフォリカルな空間であり、このような国境・
文化横断的な文脈では「『アメリカ人らしさ』の承認申請」のような主流文化への同一化を
目指すナショナリズムのパラダイムは後退し、代わりにディアスポラやエグザイルをめぐ
るユートピア的な語りが浮かび上がってくる (12)。 
おそらく最初に注目を集めたアジア系アメリカ児童文学トランスナショナル作品は、ア
メリカで最もすぐれた絵本に与えられるコルデコット賞を受賞したアレン・セイ (Allen 
Say)による絵本『おじいさんの旅』(1993)だろう。本作品は、セイの祖父、母親 (13)、本人
の三世代をモデルにした家系にまつわる自伝的物語であり、日本人の祖父がまだ若者だっ
たころにアメリカに向けて太平洋を船で渡るところから始まる。鉄道や蒸気船、徒歩でア
メリカ中を旅した祖父は、なかでもカリフォルニアの風景が気に入り、日本に戻って結婚
した後、新妻を連れてサンフランシスコに居を構え、やがて一人娘をもうける。アメリカ
で生活しているうちに日本が恋しくなった祖父は、妻と成長した娘を連れて日本に戻って
くるが、しばらくするとまたしてもアメリカを訪れてみたいと思うようになる。しかし、
折から日米間で戦争が始まり、夢を果たせないまま亡くなる。すると、今度は幼い頃から
祖父にカリフォルニアの話を聞かされて育った孫(セイ本人)が、若者に成長してアメリカ
に渡る。その後も日本とアメリカを行き来するにつれて、当時の祖父の気持ちが理解でき
るようになる。  
セイはこの作品のなかで、祖父を日本にもアメリカにもいずれにも帰属性をもたない二
重の「故郷を離れた故郷
ホ ー ム ・ ア ウ ェ イ ・ ホ ー ム
」の構図に置き、複数の国との脱領域的な関係性に生きる
「第三文化的
サード・カルチュラル
」な人物として描いている(Swamidoss 19-26)。自身を周縁に位置付けたり、
自ら周縁者として認識したりするような文化ナショナリズムから安全な距離を置いたとこ
ろに主体を位置付けるユートピア的文化交渉の方法は、アジア系アメリカ人に主流文化へ
の非同一化を肯定し、オリエンタリズムのトラウマから解放するという点で一つの有効性
を示すものである。  
トランスナショナル物語はまた、多様なアジア系アメリカ集団のそれぞれの文化と歴史、
および相互の歴史的な関係性にも目を向ける。それは、欧米の語りの主体が一括りに表象
してきたアジア地域の概念――たとえば、コナリー(Christopher Connery, 1994)の「パシ
フィックリム」言説 (14)――を解体し、アジア系集団間の差異を明らかにする試みである。
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台湾系作家のウェンディ・ワンロン・シャン(Wendy Wan-Long Shang)による『近頃の家
庭の様子／帰り道』(2015)(15)は、兄の交通事故死がもたらした悲しみによって崩壊寸前の
台湾系アメリカ人家庭を、主人公ピーターがリトルリーグで野球を始めることでどうにか
再生を図ろうとする物語である。作中、ピーターがコーチに就いた父親と野球談議をする
なかで、父親とその家族が大戦中に中国大陸から台湾に移り住んだ人びとであり、もとも
との台湾住民との間に差別や対立があったことや、台湾では日本の占領下時代に野球が導
入され普及したことなど、台湾の中国および日本との歴史関係の事実に触れる場面が挿入
されている。物語の主人公ピーター自身は物理的な越境体験をもたないが、父親が語る歴
史と記憶を通して、国家・文化横断的に自身のアイデンティティを形成している。  
 
３ タィンハ・ライ『聴いて、ゆっくりと』―ヴェトナム系アメリカ人少女の「帰郷」物語 
3.1 著者タィンハ・ライについて 
タィンハ・ライ (16)は、1965 年にヴェトナム共和国(南ヴェトナム)のサイゴン(現ホーチ
ミン)で九人きょうだいの末っ子として生まれ、10 歳で内戦の終結を迎えた。行方不明兵
となった父親を後に残して、母親が事務員として勤務していた海軍での船で脱出、グアム
での難民キャンプ生活を経て、1975 年 8 月にアラバマ州モンゴメリーに移住する。その間
の苦難に満ちた国外脱出の旅路は、彼女の人生観を形成したという。また、彼女はアラバ
マで白人中心的な社会、いわゆる「ホワイト・アメリカ」の環境にひとり置かれることに
なり、英語を話せないまま小学四年生に編入すると、初めてアジア人に出会ったというク
ラスメートたちから差別と壮絶ないじめを受けることになる。英語で十分に意思の疎通が
できるようになるまでに 10 年を要したというライは、テキサス大学オースティン校でジ
ャーナリズムを専攻し、卒業後ヴェトナム系最大の集住地「リトル・サイゴン」(17)のある
カリフォルニア州オレンジ郡の地方紙 The Orange County Register に記者として就職す
る。彼女に課せられた主な任務はヴェトナム系コミュニティの取材だった。ところが、あ
る日原稿を提出した際に、編集長から「生命のないものを生命のあるものになぞらえては
いけない」(Martelle)と指摘されたことから、彼女の心に「仕事を辞めて小説を書くという
無謀な考え」(Frierson et al.)が浮かぶ。そして実際に 18 ヵ月間だけ新聞社に勤務した後、
文芸創作を学ぶためにニューヨーク大学の大学院に進学した (Martelle; Frierson et al.)。 
ライは、ヴェトナム内戦の最後の年(ヴェトナム暦の「猫年」(子年)；1975～76 年)に起
こった自身の体験を詩小説『はじまりのとき』(Inside Out & Back Again, 2011)に綴った。
同作品を書くにあたり、ライは「まだ感情を十分に表現できない 10 歳の少女の心の内側
に入り込む」(Frierson et al.)ように心がけた。ヴェトナムでの生活の終わりは、彼女の人
生の純真無垢な季節の終わりを示唆しており、その後の国外脱出、難民化、アメリカ移民、
白人社会への適応といった一連の大きな人生の変化は、多感な思春期への幕開けと重なっ
ていく。ライは、同作品によって 2011 年の全米図書賞児童書部門と 2012 年のニューベリ
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ー賞名誉図書を受賞し、一躍アジア系アメリカ児童文学作家として注目を集めることとな
る。 
『聴いて、ゆっくりと』(Listen, Slowly, 2015)は、『はじまりのとき』の 4 年後に出版さ
れた、ライにとって初の児童向けフィクションである。この二つの物語は、作中の登場人
物こそ違えど、時間的な連続性を維持している。前作がライ自身と同世代のヴェトナム系
アメリカ人の共通の経験と歴史を描いた国外脱出の自伝的物語であるとすれば、本作はそ
の一つ下の世代を中心に描き、ライ自身の世代とその親の世代の「移民三世代」にわたる
世代縦断的な関係と、また世代によって異なる文化横断的な関係が交差するディアスポラ
の歴史を持つエスニック集団の物語である。  
 
3.2 物語の主題と展開 
『聴いて、ゆっくりと』は、12 歳のヴェトナム系アメリカ人少女マイが「祖国」ヴェト
ナムを初めて訪問する「帰郷」物語であると同時に、現地での体験を通じて自分のエスニ
シティを発見し、家族や友情の大切さに気付くプリティーン(9～12 歳の年齢層)の成長物
語である。ヴェトナム内戦中に行方不明兵となった祖父の残したメッセージを探しに、舞
台を移動していく冒険物語的要素も含まれている。物語は、両親と離れ祖母と一緒に時間
を過ごす過程でマイのなかで少しずつ変化していく「家族」の意味と関係、現地で出会う
同年齢のヴェトナム人少女ウトとの関係を通じて提起される「友情」とは何かという問い、
そしてそれまで自分のルーツについて無関心だったマイが、ヴェトナム滞在中に徐々に自
身の「アイデンティティ」に目覚めていく過程、の三つの主題を軸に展開する。  
主人公マイは、父親は医師で母親が弁護士という家庭に一人っ子として生まれ、甘やか
されて育った、カリフォルニア州オレンジ郡ラグーナビーチ在住の少女である。同居する
祖母はヴェトナム戦争直後に父親を含む 7 人の子どもを連れてアメリカに避難した移民の
第一世代で、両親はいずれも幼少期にアメリカに避難してきた 1.5 世代に該当する。マイ
は、オール A の優秀な成績で学期を終え、親友のモンタナたちとビーチで長い夏休みを過
ごすのを楽しみにしていた。ところが、ヴェトナム戦争中に行方不明兵となった祖父の消
息を知る人物が見つかったという知らせが届き、祖母が約 40 年ぶりにヴェトナムを訪れ
ることになる。マイは母親から祖母に付き添うように頼まれるが、自分のルーツであるは
ずのヴェトナムにこれっぽっちも興味がない彼女は、自分の意思からではなく嫌々ヴェト
ナムを訪れる。ハノイに到着してすぐに僻地での医療活動に出かける父親と離れ、マイは
祖母の用件ができるだけ早く片付いてアメリカに戻れることを願いつつ、遠縁の親戚(と思
しき人びと)に囲まれながら言葉もろくに通じない見知らぬ国で夏休みを過ごすことにな
るのだった。  
物語の序盤は、祖父母の出身地である北部の村を舞台に、マイが引き起こすいくつもの
騒動を伴いながら展開する。マイはヴェトナムで親戚(と思しき人びと)のなかに、自分と
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同じく歯列矯正装置を付けた同年齢の少女ウトを見つける。ところが、二人が出会った初
日、マイが投げた小石をウトのペットのカエルが誤飲してしまうというアクシデントを招
き、最悪の印象を与えてしまう。またある日、刺繍教室に参加したマイは、調子に乗って
T バックの下着を作ってみせ、「アメリカの女の子はみんなこれを穿いている」と誇張する
が、後で嘘がばれて謝罪することになる。別のある日には、マイがカヌーを漕いで池に出
たところ、バランスを崩して転覆し、水中に落ちてしまう。ウトの助けで水から引き上げ
られたマイだが、太腿をヒルに噛まれているのを発見してパニックになり、さらに池の水
を飲んでしまったためしばらく下痢に苦しむ。こうした数々の出来事を通じてローカルの
人びとと接する過程で、マイにとってそれまでテレビでしか見たことがなく遠い世界のよ
うに思えたヴェトナムが少しずつ身近なものへと変わっていく。  
その一方で、マイは幼少期以来久しぶりにゆっくりと祖母 (ヴェトナム語で Bà)の話を聞
く機会を持つ。祖母はマイに、軍から祖父(同 Ông)が行方不明兵であると知らされた日の
こと、難民申請の書類を提出する際、西洋の暦(グレゴリオ暦)で自分の誕生日を知らなか
ったため、忘れることのないその日付を新たな自分の誕生日に選んで記入したこと、祖父
が軍服ではなく普段着のまま出征した日のこと、何十年も前に祖父の肌に触れた感覚はも
はや確かではないけれども、また触れ合うことのできる可能性を捨て去ることができない
こと、祖父がアメリカのサンディエゴで海軍の訓練を受けていた時にいつも祖母に宛てて
送った手紙の結び文“Mong Nhớ Em Đêm Từng Hạt Mưa” (18)から順に一語ずつ取って子
どもたちに名付けられたこと、など祖父とのさまざまな思い出をとつとつと話していく。
今やマイは祖母の話を十分に理解できるだけの年齢に達しており、祖父と祖母のお互いへ
の愛情を知って感動を覚える。  
そんなある日、祖父の最後の消息を知る元ヴェトコン哨兵が祖母を訪ねてくる。元哨兵
は祖母と対峙し、祖父の身に起こったことを話し始める。ヴェトコンに捕らえられた祖父
は、炎天下の灼熱地獄の環境で、地下トンネルを掘削する労働に従事していた。祖父と元
哨兵は一緒に時間を過ごすうちに、互いに助け合い家族の話をするなど敵味方の区別を越
えて親密になっていった。しかし、過酷な労働から肺を患い、もはや体力の限界に来てい
た祖父は、ある日味方のヘリコプターの攻撃を受けた時に地下トンネルに戻ることができ
ず、「もう十分」と言い残して地上にとどまると、爆撃を受けた後にはどこにも姿が見えな
くなったのだという。話を聞いて動揺した祖母は、どうして置き去りにしたのかと、声を
荒げて立ち上がり、元哨兵の頬を平手打ちする。最後に元哨兵は、「彼(祖父)はメッセージ
を残しました。南部に来て下されば、お見せします」(Listen, Slowly 153)と言い残して、
村を立ち去っていく。後から思い直した祖母は、マイにもう一度元哨兵に会って話が聞き
たいと言う。マイはこの件の調査を依頼している探偵のノートを入手すると、元哨兵がハ
ノイに在住していることを突き止め、歯列矯正装置のメンテナンスを口実にハノイに向か
う。 
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舞台をハノイに移した中盤では、元哨兵を探し出すべく、マイとウトの二人で市中を探
索する冒険が繰り広げられる。矯正歯科医であるウトの叔母の診察と処置を受けた翌日、
マイとウトの二人は叔母の部下の手配で、スクーターの後部座席に乗って移動する。目的
の住所にたどり着き、ドアをノックして出てきた男性に用件を告げようとするが、マイは
元哨兵の名前を思い出せない。身振り手振りでは話が通じず、もたもたしているうちに相
手にドアを閉められてしまう。祖母のために何が何でも元哨兵を見つけ出さねば、と腹を
くくったマイは、再びドアをノックすると、自分でもどこから出てきたのかわからないと
いうヴェトナム語で涙ながらに一生懸命に伝える。すると、想いが通じて居場所まで案内
してもらい、とうとう元哨兵を発見する。しかし改めて話を聞くと、やはり祖父の残した
メッセージは手紙のようなものではなく、南部の現地に行かないことにはそれがどんなも
のであるか知ることができないことを再確認する。メッセージを実際に目にするため、マ
イと祖母はヴェトナム南部に行くこととなる。  
その夜、マイはウトがホアンキエム湖(ハノイの美観で知られる名所 )でカエルを捕まえ
に行くのに付き合う。先に水の中に入ったウトはマイにも手伝うように言うが、マイは以
前池に落ちてヒルに噛まれたことを思い出して水の中に入っていくのを尻込みする。ウト
はそれを見て、「友達っていうのは互いに助け合うものなのに。あの知ったかぶりができな
いって言うんだったら、わざわざハノイにまで来るんじゃなかった。…間違った友達を選
んじゃった」(206)と独り言をつぶやくが、マイはウトのすぐ隣までやってきて、「あなた
は私の友達よ」(206)とヴェトナム語で答え、一緒にカエルを探す。  
物語の終盤は、祖父が最後に消息を絶った南部が舞台となる。祖母とマイは一緒に飛行
機で移動し、サイゴンのホテルに滞在している。祖母にとってサイゴンは、社会主義によ
る厳しい統制を嫌って祖父と北部の村から移り住み、七人の子どもたちを育て、軍に夫が
消息を絶ったことを知らされ、最後にはそこから国外に脱出することになる、さまざまな
感情の入り混じった街である。祖母はシクロに乗って、家族の思い出の場所にマイを連れ
ていき、昔日の話をマイに聞かせる。  
そして、いよいよ祖父が地下トンネルを掘削していたクチに向かう日がやってくる。マ
イと祖母が現地に着いてほどなく父親も到着し、三人が揃う。元哨兵の案内で細い地下ト
ンネルに降りて進んでいくと、トンネルの壁に祖父が掘った文字が残されていた。それは、
祖父がアメリカから祖母に宛てて書いた手紙の結び文でもあり、子どもたちの名前でもあ
る七つの語“Mong Nhớ Em Đêm Từng Hạt Mưa”であった。祖母は、長年の胸のつかえ
が取れ、「満足した」(248)と告げて晴れやかな表情を見せる。  
マイはこの夏休みの経験を通じて、もはや以前のように自分中心に物事を考えるのでは
なく、家族を思いやることができるまでに成長した。自分の任務を終えたからには、カリ
フォルニアに戻りたいと主張さえすればすぐにでも戻ることができるはずだった。しかし、
祖母がもう一度北部の村に戻り、先祖の霊のもとに祖父を安らかに連れていきたいと願っ
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ているのを知って、マイはそれに付き合うことを選択する。父親はこの滞在中にすっかり
成長した愛娘の姿を見て、驚き感心するとともに、これまでにない温かいまなざしを向け
るのだった。  
マイは南部から北部の村に戻ってくると真っ先にウトに会いに行く。二人は今や
“Màytao”(「親友」の意)(19)となり、英語とヴェトナム語を教え合い、何でも語り合うほ
ど親密な関係になっていた。  
 
3.3 マイの文化的アイデンティティの変容―モンタナ、ウトとの関係を中心に 
物語の冒頭のマイは、学業優秀で白人を中心に交友関係を持ち (20)、自らを「アメリカ人」
として信じて疑わず、自身のエスニシティについてはできるだけ無関心でいようとする人
物として描かれている。マイは子守りをした祖母にヴェトナム語で育てられ、幼児学級に
入学したばかりの時に自分の英語を笑われて以来、ヴェトナム語を一切話すのを止めた。
そのため、両親がいくらリトル・サイゴンでヴェトナム語クラスを受けるように説得して
も、学ぶ意義を見出せないという理由で拒否し続けている (したがって言葉を聞いて理解は
できても話すことのできない「受容バイリンガル」の状態にある。読み書きも一切できな
い)。さらに今回の旅行についても、自分のルーツにつながる文化を体験してきてほしいと
の母親の要望に対し、ヴェトナムは両親のルーツであっても自分には関係がないと考えて
いる。また、マイが家庭の外で使用する通名のミア(Mia)は、ヴェトナム(漢越)語で Mỹ(「ア
メリカ」(美)の意)-Á(「アジア」(亞)の意)に通じることから、「アメリカ化されたアジア人」
を連想させる。事実、マイがいかにアメリカ的価値観をその身に帯びている人物であるか
を証明するかのような、次の発言がある。  
 
「向こう(アメリカ)ではね、他の人と異なって創造的で、個性的だと思うものを何
でも着る自信がない限り、目立っちゃいけないんだ。そう、つまり、個性的っての
はとても大事なことで、独り立ちしたり将来像を追求することを目指してるからな
んだよね。・・・誰もやらないことを最初にやった人が個性的なの」(Listen, Slowly 
96-97) 
 
そのようなマイの価値観に異議を申し立てるのが、ヴェトナムの遠戚の従姉妹ウトであ
る。ウトとアメリカにいるマイの白人の親友モンタナは、それぞれの国の文化・社会を象
徴するものとして対照的に配置されている。  
モンタナは快活で洗練された南カリフォルニアの少女で、同性からも異性からも人気の
ある魅力的な人物に描かれている。ただし、その行動は自己本位的で、マイの気持ちを知
ってか知らずか、マイが興味を持っている男の子とビーチで一緒に過ごしている写真をフ
ェイスブックに掲載しては、マイをやきもきさせる。さらに、幼児学級で知り合って以来
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の付き合いというからには、当然マイがアメリカ生まれであることを知っているであろう
に、モンタナは彼女を「ヴェトナム出身」と誤認しており、エスニック・マイノリティに
ついて無知・無関心であることが読み取れる。マイにとってモンタナは「ホワイト・アメ
リカ」の象徴的存在であって、実のところマイはモンタナの庇護の下に彼女の隣の席を占
めるという「親友」の地位を保持しているがゆえに、彼女の友人も自動的に自分の友人に
なるという恩恵に預かっているに過ぎない。実際、マイはモンタナのことが気になってヴ
ェトナムから国際電話をかけるが、それに比べてモンタナはマイが不在でも何の問題なく
夏休みを楽しんでおり、マイはモンタナが「あなたがいなくてさびしいよ
ア イ ・ ミ ス ・ ユ ー
」と言ってくれ
ないのを不満に思う。二人の関係はモンタナが主導権を握っており、そこにはマイによる
「『アメリカ人らしさ』の承認申請」が見え隠れする。  
一方、ウト(「最年少」「末っ子」の意)は本名をフオン(香)といい、可憐な名前とは対照
的に丸刈りの頭に日焼けした肌というおよそ男の子のような出で立ちの、カエルに執着す
る変わり者気質で、少々気難しい性格ゆえに周囲から敬遠され、要領が悪く、その上美し
く聡明な姉と比較されることでさらに魅力に乏しく映る (実際にはウト自身も美形なのだ
が)人物として描写されている。そのようなさえない風貌のウトは、マイにとってヴェトナ
ムの蒸し暑く不快な気候同様に受け入れ難いものである。マイは出会った当初ウトを軽ん
じており、「アメリカ人」としての誇りから尊大な態度で彼女に接し、ウトもまたマイに反
発して心を開かずにいる。  
マイがウトを評価する見方は、アメリカ文化からヴェトナム文化を見るような、先入観
と偏見に満ちたものである。「ホワイト・アメリカ」に染まっているマイは、実は白人のア
メリカ人が同じようなステレオタイプを、自身を含むヴェトナム系／アジア系アメリカ人
に対して持っていることにはまだ気付いていない。このように、それぞれの人間関係を通
じて、マイは偏見によって「他者」として規定される側にも、自ら規定する側にも立って
おり、アンビヴァレントな位置に据えられている。  
マイの文化的／エスニック・アイデンティティに変化が起こるきっかけとなったのは、
マイがフェイスブックでウトにモンタナの写真を見せた時だろう。「彼女 (モンタナ)は私の
親友なのよ」と自慢するマイに、ウトが「親友だって？  彼女は自分の幸せよりあなたの幸
せを優先してくれるの？」と疑問を呈するが、マイは確信を持って肯定することができな
い。この時マイは初めて、「親友」が別の文化では単に「いつも一緒に行動を共にする」こ
と以上の意味を持つことに気付くようになる。この出来事は、マイがアメリカで身に付け
てきた価値観にヴェトナムの異なる価値観が重なり、マイのなかに「差異の領域が重なり
合ったり置き換えられたりする」(バーバ[2006] 2)文化横断的な空間が生まれつつあること
を意味している。  
マイはヴェトナム滞在中にヴェトナム的価値観を学習するようになると、今度はアメリ
カ的価値観を相対化して複数の文化的視点を持つようになる。ハノイでウトがカエルを捕
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まえるのを手伝いに、ヒルを怖がりつつも水の中に入っていく場面は、当初は相手を「他
者」化していたマイが自ら文化的境界(差異)を越え、ホールの文化的アイデンティティ論
の第二の立場が示すように、自身のアイデンティティを「なるもの」として文化横断的に
変容させているさまを象徴的に表している。そして、当初は決して口にしなかったヴェト
ナム語を、文法の間違いを気にすることなく少しずつ話すようになり、アメリカに帰って
からもリトル・サイゴンで読み書きを学ぼうと決心する姿からは、もはやアメリカ人とし
てのミア(Mia)であるだけでなく、ヴェトナムにルーツを持つマイ(Mai)でもあるという、
文化横断的・混淆的・両義的なアイデンティティが形成されつつあることを示唆している。  
 
3.4 タィンハ・ライの創造した世界 
ライが本作『聴いて、ゆっくりと』を執筆することになった背景には、彼女が危機感を
抱くことになった一つの出来事があった。ある時、アメリカで生まれた甥や姪にヴェトナ
ムについて知っていることを尋ねたところ、「こんな食べ物があるでしょ、あんな食べ物が
あるでしょ、それから山岳地帯ではゾウに乗れるんだよ」と、かれらがまるで知らない異
国のように話すのを聞いて、ライはアメリカ生まれのヴェトナム系の若い世代が、アメリ
カ文化・社会の中で育っているために自分の祖国についてまったく知識がないことに驚い
たという(“‘Listen, Slowly’: About Connecting”)。ライ自身にも 2008 年生まれの一人娘が
おり、決して他人事のように思えなかったに違いない。そこで彼女は、ヴェトナム系アメ
リカ人の子どもたちに自身のエスニック文化・歴史的遺産に対する興味と関心を喚起する
ために、かれらとヴェトナムを結びつけることのできる「何か」を書こうと思い立つ。  
前作『はじまりのとき』でヴェトナムからアメリカに移民した自らの経験を書いたライ
が本作『聴いて、ゆっくりと』で選んだのは、アメリカからヴェトナムへの「帰郷」の旅
であった。主人公マイの家族背景は、ライ自身の家族のそれをモデルにして設定されてい
る。主人公マイの父親ムア(Mưa)がライに、マイの祖父 Ông・祖母 Bà がライの両親に相
当する。ライの両親は社会主義による厳しい統制に反発して北部から南部サイゴンに逃れ
ており(Inside Out & Back Again 45 & 51)、生まれてまもなく海軍兵だった父親が行方不
明となり、家族は内戦終結直前にサイゴンから避難してアメリカに再定住した。これらは
そのまま物語の設定に借用されている。大人数のきょうだい (ライは 9 人、ムアは 7 人)の
末っ子であることや生年(ムアは 1963 年もしくは 1964 年、ライは 1965 年)の設定もほぼ
重なる (21)。これらのことから、本作はライの家族の辿った軌跡のメモワール的要素を多分
に含んでいることがわかる。  
マイの「帰郷」の案内役をするのが、物語のもう一人の主要な登場人物のミンである。
ミンは、テキサス州の寮制高校に留学しているヴェトナム人男子で、マイの 5 歳ほど年長
にあたる。賢く、温厚で、生真面目な性格のミンは「超礼儀正しい
ス ー パ ー プ ロ パ ー
」文法の、それでいて
テキサス訛りのある英語を話し、マイの通訳として、またヴェトナムの言語や文化につい
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ていろいろと教えてくれる個人教師としての役割を果たす。実は、このミンこそ、著者ラ
イの分身である。ミンはヴェトナムとアメリカの両文化を知る国境・文化横断的存在であ
り、マイに代表されるアメリカ化されたヴェトナム系の若い世代に物申す役割が課されて
いる。著者がミンを通して若い読者に最も伝えたいことは、ヴェトナムの言語や歴史、食
文化だけにとどまらず、同国の経済・社会状況についても知ってほしいということだろう。
例えば、ミンは政府からの奨学金でアメリカに留学しているものの、それだけでは必要と
する金額すべてを賄うことができないので、家族が土地や家を売却してまで費用を工面し
ている。本当はウトの姉リンが留学候補生に選ばれたのだが、ヴェトナムでは女子の教育
にそこまでお金をかけることは通常では考えられないため、次点だったミンにチャンスが
回ってきたのだった。そして、村全体がミンに期待し、彼の留学を支援してくれているが
ゆえに、たくさんのプレッシャーを感じながら勉強に取り組んでいる。このように、著者
のライはアメリカとヴェトナム間にある経済格差はもちろんのこと、ヴェトナムに今も残
る将来に対する教育投資をめぐる男女間格差といった現実に目を向けさせようとしている。
だからこそ、マイ(読者)は生物学者になってジャングルにデータの採集に行きたいという
ウトの目標がいかに困難なチャレンジであるかを知ると同時に、ウトが(マイの発言そのま
まに)「独り立ちしたり将来像を追求することを目指してる」強力な個性の持ち主で、困難
を克服する可能性を秘めた存在であることに気付くのである。  
本作『聴いて、ゆっくりと』の執筆は、ライ自身にとっても自身の文化的・歴史的アイ
デンティティを再検討する機会となったようである。作中、ミンがマイにヴェトナム語の
文字の読み方を教えているときに、次のように強く主張している場面がある。  
 
「いいかい！  これら[の発音区別符号]がなくては、ヴェトナム語はヴェトナム語で
なくなってしまうんだよ。」(Listen, Slowly 174) 
 
「他の言語にはない符号が付いているからこそ、他の言語との差異と特有の個性が生ま
れる」との意味を含んだこのミンの発言を通して、ライはヴェトナム系ならではの文化的・
歴史的遺産のゆえに、単なるアメリカ人としてではなく、ヴェトナム系アメリカ人として
のアイデンティティが形成され維持することができるとして、その重要性について説いて
いる。その結果、ライは前作『はじまりのとき』では表紙に表記された自分の名前に発音
区別符号を使用していなかった(Thanhha Lai)が、本作『聴いて、ゆっくりと』ではミンの
セリフそのままに発音区別符号を付けて表記しており (Thanhhà Lại)、自身のエスニック・
アイデンティティを前面化するように変化した。これは、ややもすると、エスニックな特
徴をもって統一性を再構築しようとする、ホールのアイデンティティ論の第一の立場に拠
る生存戦略的な印象を与えるかもしれない。しかし、ライの真の狙いは、若いヴェトナム
系(のみならずあらゆるエスニック集団の)アメリカ人の読者に自身の文化的・歴史的遺産
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に興味・関心を持つことによって、そして願わくは実際にマイのように祖国を訪問するこ
とによって、かれらのなかに文化横断的な空間――アメリカ文化ともう一つの文化が流動
的に相互作用し、変容し続けることのできる「中間地点の」空間――を形成し、そこに自
身のアイデンティティを見出す／位置付けるのを促す、というものであろう。  
最後の章で、祖母がマイに「愛しい子よ、〈喪失〉について教えるから、ゆっくりと耳を
傾けなさい。そして、人生においてあらゆる感情があなたの存在のなかで立ち上がってい
く運命にあることを知るのよ」(254)と教え諭す場面がある。ここで祖母が言及する「喪失」
とは、いったい何を指しているのだろうか。おそらくそれは、前作『はじまりのとき』で
著者ライの分身である主人公が失ったのと同様に、マイの人生における純真無垢な時期に
ついて述べているものである。マイはこの「帰郷」の旅を経て、それまで何ら疑問を抱く
ことのなかった無邪気な「白人のアメリカ人性
ホ ワ イ ト ・ ア メ リ カ ン ネ ス
」に別れを告げることとなる。祖母の「人
生においてあらゆる感情があなたの存在のなかで立ち上がっていく運命にあることを知る」
という言葉は、無邪気な時期の終わりとともに、マイのなかに「ヴェトナム系アメリカ人
性」「アジア系アメリカ人性」が新たに萌芽し、形成されていく過程が待ち構えていること
を予言したものであろう。  
 
おわりに 
本稿では、アジア系アメリカ児童文学における主題の時代的変遷と近年のトランスナシ
ョナル潮流の動向を、スチュアート・ホールおよびホミ・バーバの論考をもとに分析し、
さらにトランスナショナル物語のテクストについて考察した。  
「アジア系アメリカ人とは何か」という問いは、アジア系アメリカ人の子どもたちを最
大の読者対象とするアジア系アメリカ児童文学にとって、20 世紀の半ばからこんにちまで
続く根源的な第一の主題であり、今後もそれが変わることはないだろう。しかし、どのパ
ラダイムに依拠して作品が書かれるかによって、アジア系アメリカ人のアイデンティティ
もまったく異なるものに変容する。アジア系アメリカ児童文学に見られる 21 世紀以降の
主題の多様化の動きとトランスナショナル潮流は、従来の「同化」や「抵抗」といった国
家社会的パラダイムの枠組みを超えて、同ジャンルが新たな発展期にあることを明示して
いる。 
その一方で、脱領域的なトランスナショナル言説が、アメリカの人種差別的な権力構造
を放置したまま温存しているという批判も見逃せない (Wang 139, 吉田[2005] 36 からの参
照)。吉田美津は「トランスナショナルな視点は、世界に散っているアジア系の人びとが共
通に持つ移動の体験を前景化するとしても、ローカルな場での文化的差異は一貫して人種
差別、階級差別、そして性差別として顕在化する」と述べ、アジア系アメリカ人の中にク
リフォードの言う、アンビヴァレントな「ユートピア／ディストピア的緊張関係」が存在
することを指摘する(吉田[2005] 36)。そこで、今後のアジア系アメリカ児童文学には、デ
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ィストピアなアメリカ文化ナショナリズムの言説とユートピアなトランスナショナル言説
が交差するところに「語りの主体」が位置付けられ、新たな「アジア系アメリカ人性」を
表象する作品の登場に期待したい。  
 
注 
(１)  英語では以下の通りとなる。  Transnational literature is defined as a body of 
literature that focuses on primary characters who are immigrants and exiles, 
and their descendants whose multi-stranded social relations that link their 
societies of origin and settlement are sustained, and that positions them as the 
alternative narrative subjectivity in their transnational/transcultural 
experiences so as to re-represent themselves. 
(２)  ほかに、マクシーン・ホン・キングストン(Maxine Hong Kingston)『アメリカの中 
国人』(1980)、チャンネ・イ(Chang-Rae Lee)『最後の場所で』(1999)、ルース・オ
ゼキ(Ruth Ozeki)『あるときの物語』(2013)など。 
(３) 日本語での児童文学は、狭義の児童(小学生)のみならず、就学前の乳児から、嬰児、
幼児、さらに中学生(販売対象コードによる区分)までを含んだ概ね 0～15 歳を対象
とする文学を指す。一方、英語の children’s literature あるいは literature for 
children は 0～12 歳までを指すことが多い。  
(４)  英国人の父をもつユーレイジアンのスイ・シン・ファー (Sui Sin Far; 中国語表記 
水仙花; 英語名  Edith Eaton)は 1912 年に短編集『春香夫人』を著し、当時アメリ
カで強かった反中感情を懸念し、チャイナタウンの生活の様子を白人にも理解可能
なものとして描いた。また、最初のアジア系アメリカ児童文学は、『春香夫人』の後
半に収録された「中国のこどもたちの物語」(Tales of Chinese Children)であった
と考えられている。  
(５)  同作品はこんにちアジア系アメリカ研究者の間で評価が二分している。主な批判は、
アジア系のエスニック意識・フェミニスト意識が高揚した 1970 年代以降、パトリ
シア・リン・ブラインディ(Patricia Lin Blinde)やイレイン・H・キム(Elaine H. Kim)
などから挙がっている(Blinde 52-54; Yin & Paulson 53; 山本 67)。その一方で、
渡米したての 10代に同書の愛読者だったというイヴリン・フ=デハート(Evelyn Hu-
DeHart)は、エスニック研究前史の「正典(カノン)」に位置すべき文献として擁護す
るとともに、イン&ポールソン(Kathleen Loh Swee Yin & Kristoffer F. Paulson)も
ブラインディの批判を 1970 年代のフェミニズムのバイアスがかかった誤解として
退けている(Hu-DeHart 69-70; Yin & Paulson 53)。 
(６)  日系アメリカ人の収容所体験を扱った児童文学作品には、ほかにもヨシコ・ウチダ
『わすれないよ いつまでも―日系アメリカ人少女の物語』(1993)、ケン・モチヅキ              
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(Ken Mochizuki)の『かこいをこえたホームラン』(1993)、エイミー・リ=タイ(Amy  
Lee-Tai)『砂漠に咲いたひまわり』(2006)、シンシア・グレイディ(Cynthia Grady)
『手紙を書いて』(2018)、児童向けノンフィクションのジェリー・スタンリー (Jerry  
Stanley)の『私はアメリカ人』(1994)、同じくマイケル・L・クーパー(Michael L.      
Cooper)『マンザナーの記憶』(2002)など多数ある。  
(７) 歴史フィクション・ジャンルの中国系アメリカ児童文学は、1990 年代以降になって
数多く出版されている。例として、1860 年代末サンフランシスコのチャイナタウン
を舞台に 12 歳の少年が若い下女(多くは金銭で売買され、成長すると売春婦として
働かされることになる)と知り合い、その交流を記したバーバラ・ダイアモンド・ゴ
ールディン(Barbara Diamond Goldin)の『赤は幸運のしるし』(1994)、大陸横断鉄
道建設に携わった若い中国系労働者の過酷な労役を描いたイン (Yin)の『クーリー』
(2001)、1906 年のサンフランシスコ地震で被災したチャイナタウンと中国系住民の
経験を絵本に著したミリー・リ(Milly Lee)の『地震』(2001)などがある。  
(８)  直訳では「多文化文学」となるべきところだが、本稿ではそれが児童文学であるこ
とを明確にするため、便宜上「多文化児童文学」を用いる。また、ゲイツ&ホール・
マークは、多文化児童文学を「人種的・エスニック的・宗教的・性的志向あるいは
文化が優位文化によって歴史的に周縁化または歪曲化されてきたために、過小評価
されている集団の成員である主たる登場人物に総じて焦点を置いた、あらゆるジャ
ンルにわたる文学の集合体」であると定義する(Gates & Hall Mark 3)。 
(９)  コリア系アメリカ人やヴェトナム系アメリカ人の姓については、日本語に翻訳され
るときに英語表記をそのまま音読したものが採用されることが多い (たとえば、コ
リア系では Lee=リー[もとの発音は /イ/]、Choi=チョイ[同/チェ/]、ヴェトナム系で
は Tran=トラン[同/チャン/]、Trin=トリン[同/チン/]、Nguyen=ユエンあるいはニュ
エン[同/グエン /]など(ただし地域で発音が異なる場合もある)。本稿では、もとの言
語の発音に統一して表記した。  
(10) 21 世紀以降では、ヤンスク・チェ(Yangsook Choi)『名前の入ったびん』(2001)やチ
エリ・ウエガキ(Chieri Uegaki)『スキのきもの』(2003)のように、主人公が移民し
て日が浅く、かつ幼齢で、エスニック・アイデンティティの萌芽を描いた幼児・低
学年児童向け絵本に多く見られ、文化的差異を肯定化する多文化児童文学の入門向
け物語に位置付けられる。  
(11） ここでは、吉田美津によるジェイムズ・クリフォードの「ディアスポラのヴィジョ
ンのユートピア／ディストピア的緊張関係」に関する洞察を参考にした (吉田[2005] 
32)。 
(12)  グエンもまた、ギルロイの「ブラック・アトランティック」論に着想を得て、欧米
側の視点に立つ「欧米太平洋」に異を唱え、アジア側の視点に立つ「アジア太平洋」
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をもうひとつの歴史主体として、太平洋という広大な海洋を越えて文化や発想、資
本・労働力が行き交う相互作用の空間として捉える、対抗言説としての「トランス
パシフィック／太平洋横断」論を提起した (Nguyen & Hoskins)。 
(13)  アレン・セイの『ミルク入り紅茶』(1999)は、セイの母親を主人公のモデルとした
物語である。アメリカ生まれの日系二世であるマサコ (アメリカでの名前はメイ)は、
両親に伴われて移住した日本社会に受け入れられず、また適応できないでいるが、
やがて自立を果たすと、上海でイギリス人夫婦の養子として育てられた男性と出会
い結婚する。  
(14)  欧米のアジアに対する構造的優位を背景に、アメリカ国内では 1970 年代から 90 年
代にわたって、グローバルな政治・経済的可能性を秘めた東アジア・東南アジアの
「太平洋のふち」地域――日本をはじめ、四小龍と呼ばれた韓国・香港・台湾・シ
ンガポール、それに ASEAN 諸国を含む――に対して楽観的な空間イメージが付与
されることとなり、クリストファー・コナリーはこの状況を「パシフィックリム言
説」と呼んだ(Dirlik[1992, 1998]; Connery)。 
(15)  タイトルが「家庭の様子」と「帰り道、家路」の二重の意味にかけてある。さらに、
home は主人公親子が取り組んでいる野球のホームにも、また home を homeland
にまで拡大すると、主人公家族の出身地である台湾を含意した「祖国の見え方」に
も通じ、多重の意味にかけてある。  
(16) 本人によれば、自身の名前はアメリカ英語式に /θæŋhά: lάɪ/のように発音される
(https://www.teachingbooks.net/pronounce.cgi?aid=15573&a=1)。彼女自身ヴェト
ナム南部生まれで、同地域で Thanh は/タン/と発音されるが、本稿でカナ表記する
にあたり標準語(北部)の発音に即し、「タィン」を採用した。  
(17)  1978 年頃からカリフォルニア州オレンジ郡ウェストミンスター(Westminster)のボ
ルサ通り(Bolsa Avenue)沿いに商業施設を含むエスニック・コミュニティの形成が
始まった。その後、隣接するガーデングローヴ(Garden Grove)に拡大するに至り、
2016 年時点でガーデングローヴは全米最大のヴェトナム系人口 (約 6 万人)を抱え
る都市に、ウェストミンスターは全米でヴェトナム系人口比率が最も高い (50％超)
都市となっている。  
(18)  英語では“Longing Missing You Counting Every Drop of Rain”、すなわち「雨の
雫一つひとつ数えながらあなたを恋い慕っています」という意味になる。  
(19)  mày は「あなた」、tao は「私」を意味する人称代名詞。  
(20)  アジア系人口比率が約 2 割を占めるオレンジ郡のなかにあって、ラグーナビーチは
白人の人口比率が 9 割と高く、アジア系の人口比率が 4％と極端に少ない。このこ
とはマイの家庭が比較的裕福で、ヴェトナム系コミュニティとは距離を置いている
ことを示唆している。  
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(21)  作中、生まれたばかりの父親(ムア)を連れて、祖父と祖母が建立されたばかりのヴ
ィンギエム寺(永厳寺、1964 年建立)を参拝したという記述がある (Listen, Slowly 
227）。また、1975 年にアメリカに避難後、父親はミドルスクール(中学校：6～8 学
年、12～14 歳に相当)に編入したとある(80）。 
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Transnational Trend Within Asian American Literature for Children 
―Reading Thanhhà Lại’s Listen, Slowly― 
 
Tsuyoshi AMANO 
 
Abstract 
This essay examines theme changes through periods and the recent transnational 
trend among Asian American literature for children. In particular, in Listen, Slowly 
(2015) by Thanhhà Lại, it is shown how a Vietnamese American girl’s identity has been 
transformed transnationally and transculturally during a visit to Vietnam where her 
roots are. Findings are discussed first in terms of ambivalences that the American-born 
Vietnamese girl has about her own identity. Then, there is the process of her identity 
transformation in the “in-between” spaces where American culture and Vietnamese 
culture interact. The Vietnamese American girl’s experiences in, and connections with 
her “homeland”, shed light on the author’s intentions.  
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